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	研究成果内容　
【主な研究成果】
本研究では、エマルジョンエレクトロスピニング法を用いて中空構造を有する酸化チタンナノファイバーの作製を行った。作製したファイバーは焼成処理を経て酸化チタンへ転換し、走査型電子顕微鏡（SEM）により形態観察を実施した。その結果、作製した酸化チタンナノファイバーは中空構造を有することが確認され、外径は約0.3 μmであった。さらに、X線回折測定により結晶構造を評価した結果、アナターゼ型酸化チタンに由来する特徴的な回折ピークが確認され、目的とする結晶相が形成されていることが明らかとなった。また、超音波分散後の形状評価では、酸化チタンナノファイバーの長さ中央値は約8.5 μmであり、比較対象であるハイドロキシアパタイトナノチューブと比較して短く、サイズ分布も小さいことが確認された。これらの結果より、エマルジョンエレクトロスピニング法を用いることにより、中空構造を有するアナターゼ型酸化チタンナノチューブを安定的に作製できることが示された。作製した酸化チタンナノファイバーをチタン板表面へ固定化するため、チタン板の裏面に両面テープを貼付し、表面に酸化チタンナノファイバーを塗布した試料を作製した。これにより、酸化チタンナノファイバーとチタン材料を複合化した評価用試料の作製に成功した。
【今後の展望】
作製した酸化チタンナノファイバー複合化チタン材料について、真中先生による断面加工およびSEM観察を実施し、チタン表面へのナノファイバーの固定状態、膜厚ならびに界面構造を評価する予定である。また、同試料を細胞培養基材として用い、細胞の接着性、増殖性、形態変化、骨分化の評価を行う。これらの結果を基に、酸化チタンナノファイバー複合化チタン材料の生体親和性および骨再生材料としての有用性について検討を進める予定である。
【具体的な成果】
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